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輪アート輪アート

みんなの輪で一緒に働きませんか！！

2024年4月、「わ・は・わ広瀬（就労継続支援B型/定員20名）」は新たに生活介護
事業（定員40名）を加え、新規オープンをいたします‼職員大募集中！！

その他事業所でも職員を募集中です(^▽^)/
詳しくはみんなの輪ホームページ
（http://www.minnanowa.org/）

をぜひご覧ください。
「まずは見学から」も大歓迎です！お気軽にお問い合わせください。お待ちしております‼

お問い合わせ：「みんなの輪本部」　TEL： 080-2205-1820(直通）
メール： honbu-ippan@minnanowa.org 　担当：仲野谷（ナカノヤ） 

※お振込みは郵便局にてお願いします。
　　●加入者名 ： 「みんなの輪」後援会
　　●口座番号 ： ０２２６０－８－６０８５８
※専用の振込用紙もご用意しております。
　事務局（わ・は・わ大衡内  電話０８０－２２０５－１８２０）までご連絡ください。

あいコープみやぎの組合員の方へはOCR注文書でもカンパを受け付けております。特別企
画欄に下記の注文番号と口数をご記入ください。
　●注文番号 ： ０００８８８　１口  ２００円（何口でも構いません）
ご協力の程、よろしくお願い致します。

「みんなの輪」後援会では社会福祉法人みんなの輪を一緒に継続して支えて下さる後援会
員を募集しています。後援会員の方には、授産品と広報誌をお送りします。ご協力の程、よろ
しくお願い致します。
　　●法人会員　１口　２０，０００円
　　●個人会員　１口　　３，０００円（何口でも構いません）

　わ・は・わ沖野では、あいコープみや
ぎ様での野菜・食肉の計量や包装作
業、事業所では請負作業や授産品の製
作に取り組み、食肉加工や野菜の計量
を通し、命の大切さや感謝の気持ちを
もって、日々作業を行っています。
　また、近年、問題となっている人手不
足は農家の方々にも影響している為、
手が回らなくなった作業をあいコープ
みやぎ様を通して行わせていただいて
おります。他事業所と比べて、農業との

直接的な関わりはありませんが、わ・は・わ沖野では作業を通じて
農家の方と支え合いながら連携を取っています。今後はさらに良
い関係性を構築し、未来へ繋げて行けるよう努力していきたいと
思います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　わ・は・わ沖野　大友　悟
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　8月19日（土）仙台市青葉区にて「第41回第二勝山町内会カケス
祭り（盆踊り）」に参加、出店してまいりました。ゆさ後援会長がこち
らの町内会長も兼ねているとのことで、参加させていただきまし
た。みんなの輪及び「みんなの輪」後援会の広報活動の一環とし
て、出店し盛況のうちに終了致しました。当日は大変な暑さの中、
ちびっ子の参加が多く、わ・は・わ大郷のビーズ製品や、わ・は・わ
大衡のクッキー等が好評でした。みんなの輪として、大いにアピー
ルできたと思います。
　今後ともみなさまには、後援会について知ってもらい、ご賛同い
ただけるよう活動してまいります。みなさまからのご支援をお願い
いたします。

　　　　          
　　　　　　　

～カケス祭りに参加してまいりました～

渡辺　孝良 上所　雅子　　千葉　知明
遠藤　克子　　 角山　正　　　小松　憲子　
福田　文男　　 後藤　幸子　　黒澤　洋一　  
遠藤　俊行　　 橋本　努　　　浅野　滋春　　

7月1日から8月31日までの間に下記の方々からご協力いただきました。
ご協力、ありがとうございました。（敬称略）

～～～～後援会へのご協力ありがとうございます～～～～

　　　　          
　　　　　　　

わ・は・わ
　　　　沖野
わ・は・わ
　　　　沖野

おります。他事業所と比べて、農業との

　皆さんこんにちは、わ・は・わ田尻です。いまだ残暑が厳しい記録的な暑さの今年、豚も人も熱中症にならないよう水分・塩分・クエン酸を摂取しなが
らの作業が続きました。この暑さの中に生を受けた豚をどうにかしなければという想いがつのる夏でした。
 さて、前回ひなた農場では繁殖をAI（人工授精）にて行っている事をお話しました。今回は採精・妊娠鑑定の予定でしたが、AI後の母豚の管理について
お話します。種付け後、21日、35日を目安に妊娠鑑定を2回行います。母豚の発情周期は21日なので、受胎していない母豚は次の種付けの準備に入りま
す。種付け後の母豚に給餌する餌は日々、調整が必要となります。餌調整は分娩時、授乳中の母豚のコンディション、仔豚の大きさを整えるためにはとて

も重要な工程です。種付け後約45日までに授乳で痩せた母豚の体型を整え、種付け後約45～80日までは必要最低限の
給餌を行います。この間に餌を与えすぎると授乳中に母乳を出せない母豚になり仔豚を育てることができなくなってしま
います。それに加え、太りすぎると難産の可能性が増え、泌乳量の低下による仔豚の衰弱死、気温が高いときに調子を崩
して発熱しやすくなってしまいます。種付け後約80～115日（分娩）までの間で仔豚の大きさを整えるために餌の調整を行
います。分娩の際、仔豚が大きいと難産になり母豚に大きな負荷がかかります。分娩の介助を行っても分娩させる事がで
きない場合は、母豚の子宮内で仔豚が腐り、母豚は発熱し餌の摂取量が低下してしまうことで分娩後１週間以内に死ん
でしまうこともあります。逆に小さい場合、未熟な子豚で衰弱死の確率が高くなります。
　餌の調整は常に試行錯誤の繰り返しになります。母豚の産歴や体形、妊娠の日齢や季節の変化等、230頭いる母豚すべ
て異なる個体であり異なる調整が必要になります。元気いっぱいに生まれてくる仔豚を想像しながら日々努めておりま
す。次回は離乳舎についてお話したいと思います。                                                                           
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 あいあいファームわ・は・わ田尻　管理者　大内　芳裕         岩井　卓也
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